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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 28年９月８日に公表いたしました平成 29年３月期の業績予想を下記の通

り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

 
記 

１． 平成 29年３月期通期業績予想数値の修正（平成 28年４月１日～平成 29年３月 31 日） 

 連結通期業績予想数値の修正 

  （金額単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 30,100 2,000 2,000 1,300 41円 55銭 

今回修正予想（Ｂ） 31,400 2,710 2,710 1,860 59円 45銭 

増減額（Ｂ－Ａ） 1,300 710 710 560 － 

増減率（％） 4.3 35.5 35.5 43.1 － 

（ご参考）前期実績 

（平成 28年３月期） 
26,689 1,119 1,142 1,203 38円 46銭 

 

２．業績予想修正の理由 

連結売上高は、当社セグメント製品・防潮堤製品及びその他土木製品の生産が順調に推移したことを主因

に増加し、314億円（対前回予想 4.3％増）となる見通しです。 

また、損益につきましては、売上増に伴う利益増に加え、当社金谷工場の設備改造工事・生産立上が順調

であったこと、各工場の整流化対策・相互連携強化の実施により操業の最大化が図られていること、また、

様々な原価低減施策の取り組みによりコストダウンが図られていることにより、売上総利益率が改善する見

込みとなったことから、営業利益・経常利益は 27.1 億円（対前回予想 35.5％増）、親会社株主に帰属する

当期純利益は 18.6 億円（対前回予想 43.1％増）となる見通しです。 

 

（注）上記予想は、現時点において入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の業績は、今後様々

な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以 上 


